
資料５

高速道路料金について



料金水準の見直しについて
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料金制度の経緯

○平成２６年４月より３つの料金水準を導入し、｢整備重視の料金｣から｢利用重視の料金｣へ移行

○首都圏・近畿圏・中京圏においても、高速道路を賢く使うため、新たな料金体系を導入
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３つの料金水準の導入（平成２６年４月～）
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＜伊勢湾岸道路並108.1円/kmを基本＞

＜現行普通区間24.6円/kmを基本＞

＜現行水準を維持＞

※料金水準引き下げの対象はＥＴＣ利用車に限定し、期間は当面10年間（H26.4～R6.3末）とする

○ 平成２６年４月より３つの料金水準を導入し、｢整備重視の料金｣から｢利用重視の料金｣へ移行

注：ターミナルチャージの有無にかかわらず、「（普通車の全線料金-150円）/全線延長」で料率を算出
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神戸淡路鳴
門自動車道
普通車料金

平日
ETC 6,050円 5,150円 2,725円、3,815円※ 3,280円 3,340円(消費税8⇒10％) 5,710円

休日
ETC 6,050円 5,150円 1,000円～2,725円 2,620円 2,670円(消費税8⇒10％) 5,710円

全日
現金 6,050円 5,450円 5,450円 5,610円(消費税5⇒8％) 5,710円(消費税8⇒10％) 5,710円

本四高速の交通量と料金収入の変化

（R6.4～の金額は、R5.3事業許可における料金設定）

〇 利便増進計画による割引（休日上限1,000円等）により平成21年より交通量が大幅に増加。

平成26年4月以降の新たな料金水準の導入後も徐々に増加しており、令和4年度の出口交通量は4,342万台。

〇 交通量は大幅に増加しているが、令和4年度の料金収入は平成25年度とほぼ同等。

※時間帯により割引率が異なる

3,354 万台 3,135 万台

3,779 万台

3,999 万台
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出口交通量
（万台）
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H10.4～H15.7 H15.7～H21.3 H21.3～H26.3 H26.4～R1.9 R1.10～R6.3 R6.4～

・ R6 ・ ・ ・
【代表事例】

※出口料金所における通行台数

※決算(PL)

増加

休日1,000円等 新たな料金水準の導入

コロナによる影響



○ 本四間のフェリー航走台数は、本四間の高速道路料金の引下げにより大きく減少。
○ H２６年の料金見直し以降は横ばい。

本四間フェリー航走台数
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（台/日）

H21.4 竹原～波方廃止

（出典）「四国における運輸の動き」（四国運輸局）

H21.6 阿賀～堀江廃止

H20.8 福山～多度津廃止

H23.4 大阪～松山～大分 松山寄港廃止

H17.6 大阪～高知廃止

H16.4 大阪～足摺休止

H24.10 大阪～新居浜～東予廃止

R元.12
宇野～高松休止

バス・乗用車

トラック

休日1,000円等

減少

1,367

新たな料金水準の導入

コロナによる影響
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関越トンネル・関門橋等の交通量の変化
○H26.4見直し時に料金水準を普通区間水準まで引き下げた各路線について、料金水準に変更がなかった

路線と比較して交通量の増加が大きい

路線

断面交通量[台/日] 変化率 補足

H19 R元 R4 R元/H19 R4/H19

広島岩国道路 29,187 37,484 34,381 1.28 1.21

阪和道
（海南～有田）

26,804 35,784 34,958 1.34 1.30

中央道
（恵那山トンネル）

26,435 24,364 21,467 0.92 0.81
H24.4～ 新東名が順次供用
H26.6 中央道-東名が接続 等、

他の路線への転換の影響による減

関越道
（関越トンネル）

15,118 17,008 15,275 1.13 1.01

関門橋 31,263 39,219 36,919 1.16 1.18

高速自動車国道
（普通区間：24.6円/km）

25,593 24,899 22,810 1.06 0.97
令和元年３月以降、新型コロナウイルス
感染症の影響により、交通量が減

＜ H26.4に料金水準が引き下げられた路線＞

※東海北陸道（飛騨トンネル）もH26.4に料金水準が変更となったが、H20.8に開通したため比較対象から除外
※断面交通量の集計期間：H19（H19.4～H20.3）,R元（H31.4～R2.3）,R4（R4.3～R5.3）

(参考）＜H26.4に料金水準が変更されなかった路線＞
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維持修繕費（トンネル）
トンネル管理延長

（億円）

上下別トンネルチューブ延長
（km）

年度

トンネルの管理コスト

○ 平成25年度以降、笹子トンネル天井板崩落事故を受けた天井板撤去や二重の安全対策、省令点検結果を踏
まえた補修対応等により、管理コストは増加

○ 火災検知の誤報対応、防災等級ランクアップ、非常用設備設置基準見直し対応等により、施設修繕の事業費
も増加

○ 新規開通や４車線化に伴い、トンネル管理延長が増加しており、管理コストも増加

天井板撤去や二重の安全対策

省令点検結果を踏まえた補修対応

火災検知の誤報対応、防災等級ランクアップ等

出展 高速道路機構ファクトブック 7



首都高速の料金改定（R4.4）後の

交通状況
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首都圏内の料金水準の整理・統一

平成27年3月7日

首都圏の新たな高速道路料金※令和4年4月1日

平成29年3月18日 横浜北線（生麦JCT～横浜港北JCT）の開通
よ こ は ま こ う ほ くな ま む ぎ

平成24年1月1日 首都高速道路における距離別料金導入

中央環状線（大井JCT～大橋JCT）の開通
お お は しお お い

平成28年4月1日 首都圏の新たな高速道路料金

令和2年3月22日 横浜北西線（横浜港北JCT～横浜青葉JCT）の開通
よ こ は ま こ う ほ く よ こ は ま あ お ば

平成30年6月2日 東京外かく環状道路（三郷南IC～高谷JCT）の開通
こ う やみ さ と み な み

※首都高速道路における料金水準の更なる整理・統一、大口・多頻度割引の更なる拡充,、深夜割引の導入等



最大30%

H24.1 H28.4

最大12%

拡充※1

継続

最大35%

R4.4

拡充※2

最大45%

※1 中央環状線の内側を通過しない交通に限定 ※2 拡充10%のうち、5%は中央環状線の内側を通過しない交通に限定

②大口・多頻度割引の拡充 ④千葉外環迂回利用割引

（注1） 消費税及びターミナルチャージを除いた場合の料金水準 （注2） 料金は普通車（ETC車）の場合

①新たな上限料金

霞が関
～渋谷

（5.1km）

霞が関
～空港中央
（17.0km）

西池袋
～空港西

（24.6km）

利用距離
km

空港中央
～横浜青葉
（34.2km）

新宿
～横浜公園
（43.8km）

高谷JCT   
～横浜青葉
（54.7km）

並木
～さいたま見沼
（86.6km）

35.710 20 30 40 50 55

29.52

円/km注1

高速自動車国道
（大都市近郊区間）

18.7円/km

R4.4～の上限距離
(上限料金1,950円)

見直し前の上限距離
(上限料金1,320円)

【首都高速における料金水準】

【首都高速における大口・多頻度割引率】 三郷JCT

② 千葉外環経由大井

① 首都高速経由

① 首都高速経由 （31.9km）

令和4年4月以降

1,200円

現行 対距離

1,200円
1,200円
(±0円）

② 千葉外環経由 （40.4km）

令和4年4月以降

1,200円

現行 対距離

1,470円
1,470円
（±0円）

うち首都高速20.8km（840円）
※料金は普通車（ETC車）の例

令和元年度 首都高速全日平均渋滞損失時間（台・ｈ）

首都圏の新たな高速道路料金（令和４年４月より導入）

○ 首都高速において、料金体系の整理・統一を更に進めるため、①新たな上限料金を設定。
○ 料金割引の整理・統一を図る観点等から、②大口・多頻度割引の拡充や③深夜割引の導入を実施。
○ H30.6の千葉外環の開通を踏まえ、外環利用が料金の面で不利にならないよう、起終点間の最短距

離を基本に料金を決定し、 ④千葉外環迂回利用割引を導入。

③深夜割引の導入

激変緩和

10



0

50

100

150

200

250

0~6km 6~12km 12~18km 18~24km 24~30km 30~36km 36~42km 42~48km 48~54km 54~60km 60km超
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首都高速の距離帯別交通量

○ R4.4.1から、首都高速の上限料金を、1320円(35.7km以上)から1950円(55km以上)※に見直し。
○ 前年度（R3年度）比で、42km未満の利用は増加傾向、48km以上の利用は減少傾向。

※各年度の特異日（大型連休前日、休日に挟まれた平日、GW・お盆期間・年末年始の平日、オリパラ期間の平日(首都高速の場合)）を除く平日平均
※ETCデータによる集計

千台/日

新しい料金
（上限1,950円）

従前の料金
（上限1,320円）

+7%

+6%

+6%
+4%

+5%

+4%

+3%

±0%
-3% -4% -4%

※増減率の数字はR3対R4

※普通車の場合

+3%全体交通量

R1：108万台/日
R3：104万台/日
R4：107万台/日
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+3%

首都高速の時間帯別交通量

○ R4.4.1から、深夜割引を導入（首都高速において深夜0時～4時の料金を20％割引）。
○ 全体的に交通量は前年度（R3年度）に比べて増加傾向だが、深夜割引対象の0時～4時の交通量は、大

きく増加。

※各年度の特異日（大型連休前日、休日に挟まれた平日、GW・お盆期間・年末年始の平日、オリパラ期間の平日(首都高速の場合)）を除く平日平均
※車両感知器データによる集計（入口に設置されている車両感知器にて入口を通過した時間ごとの車両台数を集計）

千台/時 ※増減率の数字はR3対R4

深夜割引対象時間

+16%
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首都高速と千葉外環の利用分担

○ R4.4.1から、首都高速の湾岸線または横浜・川崎エリアを発着し、三郷JCTを通過してNEXCOの常磐道を利用
するETC車が、千葉外環を迂回利用する場合、直行利用と同じ通行料金となるよう、千葉外環料金を割引。

○ 千葉外環の利用分担率が増加、首都高（都心通過）の利用分担率が減少。

1.0 1.2 
1.4 

0.0
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0.4
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0.8
1.0
1.2
1.4
1.6

R1 R3 R4

千葉外環利用

13.2 13.1 12.5 

0
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4
6
8

10
12
14
16

R1 R3 R4

首都高利用

※千葉外環迂回利用割引の適用対象である、湾岸線葛西以西、横浜・川崎
エリア（首都高）と三郷JCT（常磐道：NEXCO）間の利用を対象

※各年度の特異日を除く平日平均
※ETCデータによる集計
※（ ）内の数値は、首都高と千葉外環の利用分担割合
※増減率の数字は、利用台数のR1対R3およびR3対R4

千葉外環
H30.6開通

（92.7％）

（7.3％）

（91.6％） （89.6％）

（8.4％） （10.4％）

千台/日

千台/日
千葉外環迂回利用割引の適用対象の
湾岸線葛西以西、横浜・川崎エリア

＜三郷JCT⇔大井の場合＞

13

旧料金 新料金

首都高利用 1,200円 1,200円

外環利用 1,470円 1,200円



近畿圏料金改定（H29.6）後の交通状況
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近畿圏内の料金水準の整理・統一

平成29年6月3日 近畿圏の新たな高速道路料金

平成29年12月10日 新名神高速道路（高槻JCT～川西IC）の開通

平成30年3月18日 新名神高速道路（川西IC～神戸JCT）の開通

平成30年4月1日 堺泉北有料道路、南阪奈有料道路の移管・料金変更

平成31年4月1日 第二神明道路の料金変更

阪神高速8号京都線、第二阪奈有料道路の移管・料金変更

令和2年3月29日 阪神高速大和川線の開通

こ う べ

た か つ き か わ に し

平成24年1月1日 阪神高速道路における距離別料金導入

さ か い せ ん ぼ く み な み は ん な

し ん め い

は ん な

や ま と が わ

か わ に し
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東大阪J

門真J

岸和田和泉IC

柳谷J

香芝IC

天理IC

吹田J

交野南IC

助松J
堺J

美原J

りんくうJ

須磨IC

布施畑J

名 神

中国道

近

畿

道

道
和

阪

西宮山口J

関空道

新名神

舞鶴若狭道

第二阪奈道路

守口J

豊中IC

郡山下ツ道J

川西IC

宇治田原IC

三宅J
三宝J

橿原北IC

葛城IC

御所IC

五條北IC

大津J

有馬口J

海老江J

南
阪
奈
道
路

奈良IC

名谷J

垂水J

西名阪道

堺泉北
道路

松原J

関空連絡橋

吉川Ｊ

草津J

三木J
神戸J

京滋BP

中国豊中IC

京都縦貫自動車道

名阪国道

伊川谷J

久御山淀IC
高槻J

阪神高速

鵯IC

六甲北有料道路 箕面有料道路

橿原高田IC

久御山J
八幡
京田辺J

山麓
BP

道
路

永井谷J
石ケ谷J

山陽道

第二神明道路

ニ

京

阪

京
奈
和
自
動
車
道

大阪国際空港

関西国際空港

神戸空港

大阪府

京都府

兵庫県

滋賀県

奈良県

巨椋池本線

久御山J

城陽Ｊ

木津IC

瀬田東J

羽曳野IC

西石切IC
宝来IC

布引J

西宮北IC

大山崎J

大津IC

西宮IC

神戸三田IC

東大阪J

柳谷J

香芝IC

天理IC

吹田J

助松J

堺J

美原J

りんくうJ

須磨IC

布施畑J

阪神高速

名 神

中国道

近

畿

道

道
和

阪

西宮山口J

関空道

新名神

舞鶴若狭道

第二阪奈
有料道路

守口J

豊中IC

郡山下ツ道J

川西IC

宇治田原IC

三宅J
三宝J

橿原北IC

葛城IC

御所IC

五條北IC

高槻J

大津J

海老江J

南
阪
奈
道
路

奈良IC

名谷J

垂水J

西名阪道

阪神高速

堺泉北
有料道路

久御山淀IC

関空連絡橋

吉川Ｊ

草津J

三木J
神戸J

京滋BP

中国豊中IC

京都縦貫自動車道

名阪国道松原J

岸和田和泉IC

京田辺松井IC

第

門真J

交野南IC

伊川谷J

鵯IC

六甲北有料道路 箕面有料道路

山麓
BP

橿原高田IC

道
路

八幡
京田辺J

永井谷J
石ケ谷J

近畿圏内の料金水準の整理・統一

Ｃ
: 高速国道の大都市近郊区間と概ね同じ

: 高速国道の大都市近郊区間より高い

（点線は整備中区間）

: 大都市近郊区間外の高速国道等

: 均一区間

: 利用距離により料率が変化

＜H29.6.2＞ ＜現在＞

: 高速国道の大都市近郊区間と概ね同じ （激変緩和措置）Ｃ

: 高速国道の大都市近郊区間と概ね同じ

: 大都市近郊区間外の高速国道等
（点線は整備中区間）

料金水準を
整理・統一

※堺泉北道路等では激変緩和措置を実施

16
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※料金は普通車（ETC車）の例
※旧料金は消費税率8％
※現料金上段は消費税率10％（R元.10以降の料金）

下段（ ）は消費税率8％（H29.6-R元.9までの料金）

阪神高速道路における対距離料金の導入

○ 高速自動車国道の大都市近郊区間の料金水準を基本とした対距離制に移行。
○ 当面、激変緩和措置として、上限料金（1,320円）及び下限料金（300円）を設定。

第

ニ

京
阪

京
奈
和
道

大阪国際空港

関西国際空港

神戸空港

大阪府

京都府

兵庫県
滋賀県

奈良県

巨椋池本線

城陽Ｊ

木津IC

瀬田東IC・J

羽曳野IC

新庄IC

西石切IC
宝来IC鵯IC

布引J

神戸J

大山崎J

沓掛IC

大津IC

西宮IC

唐櫃IC

神戸三田IC

松原J

東大阪J

門真J

岸和田
和泉IC

柳谷J

香芝IC

天理IC

吹田J

交野南IC

助松J
堺J

美原J

りんくうJ

須磨IC

布施畑J

伊川谷J

名 神

中国道

近

西名阪道

道
和

阪

西宮山口J

関空道

京都縦貫道

新名神

舞鶴若狭道

第二阪奈

守口J

豊中IC

郡山下ツ道J

川西IC

宇治田原IC
京田辺
松井IC

京滋BP

三宅J
三宝J

郡山南IC

橿原北
IC

橿原
高田IC

御所南IC

五條北IC

大津J

有馬口J

南
阪
奈
道
路

阪神高速
畿

道

海老江J

垂水J

名谷J

高槻J
久御山淀

IC

吉川J

三木J

名阪国道

堺泉北
道路

久御山J

八幡
京田辺J箕面有料道路

道
路

六甲北有料道路

山麓
BP永井谷J

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50
（km）

500

1,500

510円

930円

1,320円
（1,300円）

300円
（300円）

下限料金

上限料金

（円・税込）

55 60

2,000

1,000

1,950円
首都高 上限料金

旧料金（H24.1.1～H29.6.2）

現料金（H29.6.3～）
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973 

1,422 

1,642 

1,058 

707 

334 
282 

194 
280 

1,152 

1,558 1,693 

1,074 

695 

303 
261 

188 
259 

1,184 

1,685 
1,609 

1,025 

683 

306 275 
185 

261 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

0～6km 6～12km 12～18km 18～24km 24～30km 30～36km 36～42km 42～48km 48km～

利用距離H28.10 R元.10 R4.9

料金（普通車）

930円旧料金

現料金 1,320円

510円

300円

利用台数（百台／日）
+16%

▲2%

▲3%

▲4%

▲9%
▲3%

▲5%

▲7%

+18%

阪神高速道路の利用の変化

○ 短距離利用（12km迄）は16～18%増加、長距離利用（30km～）は3～9%減少。

○阪神高速の距離帯別利用台数

※ETCデータによる集計

※H28年度10月、R元年度10月、R4年度9月の平日平均を比較（増減率はH28年度とR4年度の比較）
※料金は普通車（ETC車）の例

短距離利用（12km迄）
16%～18%増加

長距離利用（30km超）
3%～9%減少
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0%(7) 0%(6) 0%(8) 0%(7) 0%(4) 0%(7) 0%(2)

76%
(1,163)

74%
(1,099)

71%
(1,176)

70%
(1,042)

76%
(1,200)

76%
(1,144) 60%

(936)

23%
(357)

26%
(380)

28%
(464)

30%
(446)

24%
(370)

24%
(355) 39%

(612)

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4

守口線経由

東大阪線経由

松原線経由

起終点を基本とした継ぎ目のない料金の評価

○ 第二京阪～大阪都心部では、継ぎ目のない料金体系の導入後、守口線経由の分担率が増加。
○ 東大阪線より守口線の所要時間が短くなる混雑時間帯では守口線経由の分担率が上昇する傾向。

H29.6～
新たな料金の導入

○大阪都心発着交通の経路分担率

＜第二京阪～大阪都心部のルート分担率＞

※集計期間は令和4年度9月の全日平均
※分担率はETCログデータ、所要時間はETC2.0による集計

※所要時間は、 第二京阪道路・枚方学研→1号環状線・道頓堀を対象

単位：交通量比率（括弧内は交通量[台/日] ）
※ H28～R2年度は10月、R3～R4年度は9月の平日平均を比較
※ R4の「松原線経由」は一般道乗継（三宅西～喜連瓜破・駒川）を含む

ひらかたがっけん どうとんぼり

守口JCT

東大阪JCT

松原JCT

守口線（31.3km）
1,740→1,640円（▲100円）

松原線（42.8km）
2,110→1,640円（▲470円）

※第二京阪（枚方学研） ⇒ 大阪都心部の距離・料金
※料金は普通車（ETC車）の例
※消費税率10％（R元.10以降の料金）

大阪都心部

守口線

東大阪線

松原線

12

13
14

ひらかたがっけん

東大阪線（28.5km）
1,640円（最安）

＜第二京阪→大阪都心部の時間帯別分担率・所要時間＞

大阪都心部～放射高速道路で、阪神高速
の守口線、東大阪線、松原線のどのルート
を選択しても、起終点間の最安料金と同一

-20
-16
-12
-8
-4
0
4
8
12
16
20

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10
時

11
時

12
時

13
時

14
時

15
時

16
時

17
時

18
時

19
時

20
時

21
時

22
時

23
時

所
要
時
間
差(

分)

分
担
率(

%)

守口線（分担率） 東大阪線（分担率） 守口線－東大阪線（所要時間差）

東
大
阪
線
が
速
い

守
口
線
が
速
い



近畿圏内の車種区分の整理・統一

5車種（暫定）
H29.6～

軽自動車等 0.8

普通車 1.0

中型車 1.07

大型車 1.65

特大車 2.14

5車種
R4.4～

軽自動車等 0.8

普通車 1.0

中型車 1.2

大型車 1.65

特大車 2.75

※南阪奈道路、堺泉北道路は３車種から５車種に整理、統一
※近畿道、阪和道、西名阪道は４車種から５車種に整理、統一

５車種区分に
整理・統一

※

2車種
S39.6～

普通車 1.0

大型車 2.0

【阪神高速の車種区分】

20



2,841
(92.7%)

223 (7.3%)

424
(13.3%)

447
(13.7%)

458
(14.1%)

464
(14.6%)

480
(14.8%)

489
(14.8%)

2,141
(67.4%)

2,160
(66.1%)

2,133
(65.6%)

2,084
(65.6%)

2,084
(64.1%)

2,095
(63.6%)

363 (11.4%) 381 (11.7%) 383 (11.8%) 359 (11.3%) 379 (11.7%) 389 (11.8%)

193 (6.1%) 211 (6.5%) 215 (6.6%) 218 (6.9%) 251 (7.7%) 260 (7.9%)

56 (1.8%) 67 (2.1%) 62 (1.9%) 51 (1.6%) 59 (1.8%) 61 (1.9%)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

（旧）普通車 （旧）大型車 軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車

近畿圏内の車種区分の整理・統一の評価

○ 阪神高速の車種構成比について、旧普通車・大型車の割合は概ね変動なし。

阪神高速（利用距離：6～18km）の車種間比較
※6～18kmの距離帯において、距離別料金（旧料金）と 対距離料金（現料金）で料金水準が概ね等しくなる H28年度比

＋約2.5ポイント

※ETCデータによる集計
※H28年～R2年度は10月、R3年～R4年度は9月の平日平均を比較

H28年度比
▲約2.5ポイント

単位：交通量[百台/日] （交通量比率）

計：9.8％

計：90.2％

21



近畿圏の交通状況の課題

22



近畿圏の道路ネットワークの整備状況

大和川線

大阪湾岸道路西伸部

六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ北～駒栄
（14.5km）

新名神高速道路

新名神高速道路

川西～神戸JCT
（16.9km）

H30.3.18 開通

高槻JCT～川西
（23.7km）

H29.12.10 開通

城陽JCT～八幡京田辺JCT
（3.5km）

H29.4.30 開通

大津JCT～城陽JCT
（25.1km）

奈良北～奈良（6.1km）大
和
北
道
路

奈良～郡山下ツ道JCT（6.3km）

橿原北～橿原高田（4.4km）

御所南～五條北（7.2km）
H29.8 開通

名神湾岸連絡線

大
和
御
所
道
路

八幡京田辺JCT～高槻JCT
（10.7km）

：無料

：有料

※ 開通区間はH29以降を対象

神戸西バイパス

永井谷JCT～石ヶ谷JCT
（6.9km）

※ IC・JCT名称は仮称

淀川左岸線（2期） 淀川左岸線延伸部

海老江JCT～豊崎
（4.4km）

門真JCT～豊崎
（8.7km）

鉄砲～三宅西
（7.7km）

R2.3.29 開通

三宝JCT～鉄砲
（1.4km）

H29.1.28 開通

西宮～西宮浜
（2.7km）

大
和
御
所
道
路

23



×

阪神高速道路の路線網

×
×

×

×

×

×

×

×

×

×

JCT（全方向接続済み） JCT（一部接続無し）

未接続方向

阪神高速

×

○ 阪神高速道路において、交差する路線でJCT接続されていない箇所が存在。

全方向接続無し

×

中国自動車道と
阪神高速 池田線の接続なし

阪神高速 大阪港線と
阪神高速 西大阪線の接続なし

阪神高速 大和川線と
阪神高速 堺線の接続なし

24



※ 集計対象：ETC2.0プローブデータ（貨物車）
（大和川線開通前2019年9月, 開通1年目2020年9月, 開通3年目2022年9月）

※ 大阪湾岸地域と奈良北部地域を発着地とするトリップについて、
図中の断面（ ）を通過した経路分担率を算出

※ 大阪湾岸地域：大阪市此花区･大阪市港区･大阪市大正区･大阪市西淀川区･大阪市住之江区
※ 奈良北部地域：奈良市･大和高田市･大和郡山市･天理市･橿原市･桜井市･御所市･生駒市･香芝市･葛城市

･宇陀市･山添村･平群町･三郷町･斑鳩町･安堵町･川西町･三宅町･田原本町･曽爾村
･御杖村･高取町･明日香村･上牧町･王寺町･広陵町･河合町

奈良北部地域

物流施設 工場団地など
産業関連施設

大阪湾岸地域

52%

39%

13%

20%

53%

36%

41%

47%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2022
（開通3年目）

2020
（開通1年目）

2019
（ 開通前 ）

大和川線利用 その他高速利用 一般道利用

○1号環状線や13号東大阪線等の都心部は交通集中による渋滞が発生している
○大和川線の全線開通（2020年3月）により、都心部通過を避けた経路転換が可能となった
○大阪湾岸地域と奈良北部地域間の貨物車利用のうち、６号大和川線利用は2022年時点で約5割を占
めており、広域利用における都心部通過利用からの経路転換が窺える

大阪都心部

2020年3月開通

東大阪線

環状線

大和川線（鉄砲～三宅西）

大和川線開通による効果～経路転換～

大阪湾岸地域～奈良北部地域間
経路分担率（貨物車）

+39%
-33%

-5%+13% -7%

-6%

※2022年時には松原線の喜連瓜破～三宅JCT間が通行止めと
なっており2020年時点とは通行可能経路が異なる。 25



堺泉北
道路

関空道 阪和道

関空連絡橋

西名阪道

南阪奈道路

名阪国道

新名神

京滋バイパス

名神

山陽道

六甲北
有料道路

舞鶴若狭道
京都縦貫道

神戸淡路鳴門道

新神戸
ﾄﾝﾈﾙ

神戸
山手線

大和川線

堺線 松原線

守口線

池田線

第二阪奈道路

近畿圏の渋滞状況

○ 近畿圏の高速道路においては、新名神や阪神高速大和川線の開通などネットワーク形成が進捗す
する一方で、依然として、交通集中による渋滞が発生。

阪神高速の渋滞
（2022年1月～12月の実績）

平均旅行速度20km/h以下

平均旅行速度40km/h以下

高速道路の渋滞
（2022年1月～12月の実績）

渋滞常襲区間

渋滞多発区間

10Kmの渋滞が毎日発生
する程度に相当

10Kmの渋滞が週１回以
上発生する程度に相当

：喜連瓜破付近の橋梁架替工事のため、
喜連瓜破－三宅JCT間において
2022年6月1日～2025年3月末の約３年間
終日通行止めを実施中
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都心通過交通の状況（大阪）

利用距離 所要時間 分担率 料金

都心経由 36.4km 45分 93% 1,320円

大和川線経由 33.5km 31分 7% 1,800円

○ 阪神高速の上限料金などの影響により、都心経由の方が都心を迂回するより安い場合が存在。

利用距離 所要時間 分担率 料金

都心経由 50.3km 57分 93% 1,900円

大和川線経由 52.7km 52分 7% 2,020円

4号湾岸線 助松⇔13号東大阪線 中野4号湾岸線 助松⇔名神 茨木IC

※所要時間はR4年度9月平日昼間のETCデータより算出
※分担率は助松以南⇔茨木以東を対象にR4年度9月平日のETCデータより算出
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3

6

17
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15

16
2

中野

東大阪JCT

三宝JCT

14

1

11

12

13

3

6

17

4

15

16
2

吹田JCT

茨木IC

三宝JCT

大阪都心
大阪都心

迂回ルート

都心経由
ルート

迂回ルート

都心経由
ルート

助松助松
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※分担率は助松以南⇔中野以東を対象にR4年度9月平日のETCデータより算出
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阪神高速道路の渋滞状況

○ 時間帯による交通量や渋滞状況に偏りが存在。

慢性的渋滞

交通量 少

※ 渋滞損失時間（台・h）＝（区間所要時間（h）－ 規制速度走行時の区間所要時間（h））× 区間交通量（台） 阪神高速道路(株)調べ
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アクアラインの通行料金について
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東京湾アクアライン 交通量と収入等の実績

11,900 
10,000 

9,600 

11,900 
13,300 13,700 

14,100 
14,900 

16,300 
17,600 

19,700 
20,800 

29,300 

32,800 
33,500 

38,300 
40,200 

42,500 
44,000 

45,600 
46,800 

48,100 
48,400 

44,100 

48,400 

51,800 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

交通量（台/日）

74 

257 274 
178 

377 

599 

769 
812 

901 

1,020 

1,171 

1,136 
1,076 

1,573 

1,993 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

（年度）

交通量
（台／日）

渋滞回数
（回／年）

〇交通量は年々増加し、開通当初から約5.2倍に増加（H10⇒R４）
〇交通量の増加に伴って渋滞回数が年々増加しており、R４は1,993回の渋滞が発生

通行料金800円の導入

新たな料金水準の導入

※全車（現金・ETC車）の数値
※渋滞回数（暦年）：上下線の渋滞回数（渋滞：時速25㎞以下で低速走行あるいは停止発進を繰り返す車列が、1㎞以上かつ15分以上継続した状態）

渋滞回数（回／年）

約5.2倍増加

2,320円
※21.3.20~7.30 1000円

3,000円4,000円



東京湾アクアライン 休日の渋滞発生状況

＜R元年の休日渋滞状況＞

浮島IC

川崎浮島JCT

海ほたるPA
木更津金田IC

下り線（川崎→木更津方面）

上り線（木更津→川崎方面）

木更津行き 最大渋滞長：9.9ｋｍ

川崎行き 最大渋滞長：22.8ｋｍ

0

100

200

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

混雑時間帯（13時～20時）

混雑時間帯（5時～13時）

300

200

100

（時）

（時）

（渋滞回数）

（渋滞回数）

トンネル区間

橋梁区間

（速報値）

＜R元年の渋滞発生状況（上下計）＞

発生頻度20％＝
渋滞発生 49日

平日日数 244日
発生頻度87％＝

渋滞発生 105日

休日日数 121日
平日休日

＜R1～R5 GWの交通状況＞※上り線（木更津→川崎方

面）

〇東京湾アクアラインにおいては、特に休日の午前の下り線（川崎→木更津方面）、午後の上り線（木更津→

川崎方面）にて、最大渋滞長が20㎞以上となるような激しい渋滞が発生
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東京湾アクアラインの休日渋滞対策（ロードプライシング社会実験）について

・交通分散を図るため、休日混雑時間帯を上げて、
その後の時間帯を下げる

24時

800円(現行)

0時 20時13時
混雑時間帯

1,200円

600円

＜料金パターン＞

〇東京湾アクアラインにおいて、休日に激しい渋滞が発生していることから、混雑状況に応じた料金、いわゆる

ロードプライシングを、令和５年７月２２日から令和６年３月３１日までの休日（土日・祝日）に社会実験として実施

＜社会実験概要＞

海ほたるPA

木更津金田IC

東京湾アクアライン
（15.1㎞）

浮島IC
川崎浮島JCT

千葉県
木更津市

神奈川県
川崎市

川崎行き
（上り線）

〇 対象区間：アクアライン浮島ＩＣ～木更津金田ＩＣ

上り線（木更津→川崎方面）

〇 対象期間：令和５年７月２２日（土）

～令和６年３月３１日（日）の土日・祝日

（１月２日、１月３日、２月１２日を含む）

〇 対象車両：ＥＴＣ車（全車種）

 平日 土日・祝日 

上り線・下り線 上り線 

（木更津→川崎） 

下り線 

（川崎→木更津） 

0～24 時 0～13 時 13～20 時 20～24 時 0～24 時 

軽自動車等 640 円 640 円 960 円 480 円 640 円 

普通車 800 円 800 円 1,200 円 600 円 800 円 

中型車 960 円 960 円 1,440 円 720 円 960 円 

大型車 1,320 円 1,320 円 1,980 円 990 円 1,320 円 

特大車 2,200 円 2,200 円 3,300 円 1,650 円 2,200 円 

 

＜ETC時間帯別料金＞
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